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映画『スクール・オブ・ナーシング』自主上映会

来月14日に県病院協会看護専門学校で

看護師の「たまご」たちの物語

若い世代に看護師の魅力発信

看

護

の

お

仕

事

目
で
見
て
触
れ
る

奈
良
県
看
護
師
養
成
所
連
携
協
議
会

　
看
護
協
会
は
、
日
本
看
護
協
会

（
本
部
・
東
京
都
原
宿
）
を
中
心

に
、
全
国
47
都
道
府
県
に
展
開

し
、
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
等
の
有
資
格
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
自
主
的
な
看
護

職
能
団
体
で
す
。
現
在

会
員
数
は
全
国
で
約
72

万
人
、
奈
良
県
内
で
は

約
９
２
０
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
活
動

目
的
は
、
看
護
の
質
的
向
上
、
持

続
可
能
な
就
労
環
境
の
整
備
、
看

護
領
域
の
開
発
お
よ
び
展
開
で
あ

り
、
専
門
性
維
持
・
向
上
の
た
め

の
各
種
研
修
事
業
も
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
４
０
年
に
は
生
産
年
齢
人

口
が
急
減
し
、
85
歳
以
上
の
高
齢

者
増
加
に
よ
る
高
齢
化
率
の
上
昇

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
予
測

さ
れ
る
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
い

て
は
、
技
術
革
新
お
よ
び
デ
ー
タ

活
用
を
軸
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
が
不
可
欠
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
多
様
性
（
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
）
お
よ
び
包
括
性
（
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
が
社
会
価
値

と
し
て
定
着
し
、
こ
れ
に
応
じ
て

医
療
・
看
護
・
介
護
の
モ
デ
ル
も

変
容
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
看
護
協
会
「
看
護
職

の
倫
理
綱
領
」
前
文
で
は
、
人
間

の
尊
厳
保
持
と
健
康
・
幸
福
へ
の

希
求
と
い
う
普
遍
的
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
を
看
護
の
基
本
的
使
命
と
明

記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
の

目
標
は
、
生
涯
に
わ
た
る
個
々
の

人
生
の
質
向
上
で
あ
り
、
対
象
範

囲
は
ご
病
気
を
持
っ
て
い
る
方
に

限
ら
ず
全
て
の
人
々
、
そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
地
域
へ
と
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
文
部
科
学
省
調
査
（
高

等
教
育
の
将
来
構
想
に
関
す
る
基

礎
デ
ー
タ
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
２

５
年
に
は
看
護
職
員
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
が
７
万
～
20
万
人
に
拡
大
す
る

見
込
み
で
す
。
人
生
１
０
０
年
時

代
に
向
け
て
、
健
康
維
持
と
就
労

継
続
を
支
え
る
看
護
職
の
役
割
は

従
来
以
上
に
重
要
性
を
増
し
ま

す
。
看
護
職
能
団
体
と
し
て
、
看

護
職
の
必
要
性
と
社
会
的
重
要
性

へ
の
理
解
促
進
を
強
く
求
め
ま

す
。

　
奈
良
県
に
は
、
東
大
寺
や
奈
良

の
大
仏
を
建
立
し
た
聖
武
天
皇
の

皇
后
・
光
明
皇
后
が
自
ら
皮
膚
病

の
方
の
体
を
洗
う
な
ど
、
病
人
や

貧
し
い
人
に
奉
仕
活
動
を
行
っ
た

と
し
た
逸
話

が
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

光

明

皇

后

は
、
信
心
深

く
慈
悲
深
い
人
物
と
さ
れ
、
そ
の

史
実
か
ら
奈
良
は
「
看
護
の
発
祥

の
地
」
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
奈

良
の
地
か
ら
「
看
護
の
心
」
を
発

信
し
、
多
く
の
人
々
の
幸
せ
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看護の日に寄せて「看護の心」奈良から発信「看護の心」奈良から発信
春木　邦惠

公益社団法人　

奈良県看護協会会長

５月12日看護の日右面

カラー９段

多
く
の
人
々
の
幸
せ
に
貢
献
し
た
い

　
看
護
の
日
は
毎
年
５
月
12
日

で
、
看
護
や
助
け
合
い
の
心
を
育

む
た
め
に
制
定
さ
れ
た
記
念
日
で

す
。

〈
概
要
〉

　
「
看
護
の
日
」
は
近
代
看
護
教

育
の
母
と
さ
れ
る
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日

（
５
月
12
日
）
に
由
来
し
、
１
９

９
０
年
に
旧
厚
生
省
（
現 

厚
生

労
働
省
）
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
目
的
は
、
看
護
の
心
、
ケ

ア
の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
育
む

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
国
際
的
に
は
１
９
６
５
年
か

ら
国
際
看
護
師
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）

が
５
月
12
日
を
「
国
際
看
護
師
の

日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
（
日
本

で
は
「
看
護
の
日
」
と
し
て
独
自

に
制
定
）

　
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
（
Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

　
Ｎ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
ｅ
）
は
、

19
世
紀
に
医
療
改
革
を
行
っ
た
イ

ギ
リ
ス
人
看
護
師
で
す
。
ク
リ
ミ

ア
戦
争
に
お
い
て
、
看
護
師
団
の

団
長
と
し
て
戦
地
に
赴
き
、
負
傷

兵
の
治
療
に
尽
力
し
、
戦
地
で
の

活
躍
ぶ
り
は
話
題
と
人
々
か
ら

「
ク
リ
ミ
ア
の
天
使
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
世
界
初

の
看
護
師
訓
練
学
校
を
設
立
し
、

教
育
者
と
し
て
も
優
れ
た
能
力
を

発
揮
し
、
医
療
・
看
護
分
野
の
改

革
に
も
貢
献
し
、
現
代
に
ま
で
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
度
の
看
護
週
間
は
５
月
10
日
（
日
）
～
16
日
（
土
）
。

本
年
の
テ
ー
マ
は
「
見
つ
め
る
、
そ
の
先
の
わ
た
し
へ
」
。
日
本
看
護

協
会
は
、
若
い
世
代
に
看
護
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
に
力
を
い
れ

て
い
ま
す
。

 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
看
護
人
材
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。

奈
良
県
看
護
協
会
も
多
様
な
活
動
を
通
し
て
、
県
民
の
関
心
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

「
看
護
の
日
」
制
定

看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に

　
学
生
ら
は
、
学
校
で
の
実
習
や

県
の
訓
練
を
通
じ
て
、
ト
リ
ア
ー

ジ
の
記
載
要
領
や
方
法
を
学
ん
で

い
る
。

　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
大
規
模
災
害

や
火
災
、
爆
発
、
交
通
事
故
、
集

団
食
中
毒
な
ど
短
時
間
で
発
生
す

る
多
数
の
傷
病
者
に
対
し
、
迅
速

か
つ
適
切
な
医
療
対
応
を
行
う
た

め
の
技
術
で
、
限
ら
れ
た
医
療
資

源
の
中
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
い
、
社
会
復
帰
率
の
向
上
に
貢

献
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
。

　
わ
が
国
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降
、
災
害
医
療
体
制
が
見
直

さ
れ
、
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
。

　
昨
年
10
月
25
、
26
日
に
行
わ
れ

た
令
和
７
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

訓
練
で
は
学
生
が
、

ト
リ
ア
ー
ジ
を
受
け

る
傷
病
者
側
の
立
場

で
参
加
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、
災
害
対

策
基
本
法
及
び
消
防

組
織
法
等
に
基
づ

き
、
県
内
及
び
近
畿

府
県
等
の
防
災
関
係

機
関
、
関
係
団
体
合

同
で
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

　
26
日
に
高
取
町
の

た
か
と
り
健
幸
の
森

公
園
及
び
高
取
バ
イ

パ
ス
で
行
わ
れ
た
、

大
規
模
地
震
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
で
は
、
地
震
発
生
前
の
長
雨
に

よ
る
地
盤
の
ゆ
る
み
か
ら
土
砂
災

害
も
同
時
発
生
す
る
設
定
の
下
、

学
生
ら
は
土
砂
に
埋
没
し
て
い
る

家
屋
や
中
層
階

ビ
ル
で
一
日
以

上
孤
立
し
て
い

る
要
救
助
者
役

を
担
っ
た
。

　
現
場
で
は
、

看
護
師
や
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
隊
員
な
ど

多

く

の

職

種

が
、
チ
ー
ム
と

し
て
迅
速
に
的

確
な
状
況
把
握

を

行

っ

て

お

り

、

学

生

ら

は
、
多
職
種
連

携
を
学
ぶ
日
々

の
講
義
が
災
害

看
護
に
も
通
じ

る
と
理
解
し
た

様
子
だ
っ
た
。

　
ま
た
昨
年
12
月
に
は
橿
原
消
防

署
と
連
携
し
て
多
数
傷
病
者
対
応

訓
練
を
行
い
、
県
の
訓
練
と
合
わ

せ
て
、
救
助
す
る
側
と
さ
れ
る
側

の
両
方
の
立
場
を
経
験
す
る
機
会

を
得
て
い
る
。

　
学
生
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通

じ
て
、
い
つ
助
け
が
来
る
の
か
と

い
う
救
助
者
の
不
安
や
、
い
つ
来

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
す
る

看
護
を
学
び
、
将
来
看
護
師
と
な

っ
た
時
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
７
月
12
日
（
日
）
、
８
月
22

日
（
土
）
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
、
同
校
で
開
催
さ
れ
る
。
事

前
申
し
込
み
制
。

奈良県病院協会看護専門学校

５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」

災
害
時
の
迅
速
な
医
療
対
応
を
学
ぶ

県
病
院
協
会
看
護
専
門
学
生
が
要
救
助
者
役
を

担
っ
た

橿
原
消
防
署
と
の
連
携
に
よ
る
講
義

多
職
種
が
連
携
し

ト
リ
ア
ー
ジ
方
法

救
助
さ
れ
る
側

す
る
側
を
経
験

７
月
12
日
、８
月
22
日
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス



（第３種郵便物認可）７ 令和８年（2026年）５月12日　火曜日企　画
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カラー９段

　
奈
良
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
「
看
護
師

等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
県
看
護
協
会
が
県
か
ら
指
定

を
受
け
て
運
営
し
、
看
護
職
の
確
保
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
＝
無
料
職
業
紹
介
事
業
、
看
護
職

復
職
応
援
、
就
職
相
談
・
進
学
相
談
、
看

護
学
校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
セ
カ
ン
ド
キ

ャ
リ
ア
応
援
、
看
護
補
助
者
お
仕
事
見

学
、
「
看
護
の
心
」
普
及
事
業
（
看
護
の

日
・
看
護
週
間
イ
ベ
ン
ト
、
ふ
れ
あ
い
看

護
体
験
、
看
護
の
出
前
授
業
）

◆
看
護
職
復
職
応
援
事
業

　
県
内
の
医
療
機
関
へ
の
復
職
を
希
望
す

る
看
護
職
を
対
象
に
、
知
識
や
技
術
の
研

修
を
実
施
し
ま
す
。
協
力
医
療
機
関
で
の

見
学
・
実
習
も
あ
り
ま
す
。

　
・
２
０
２
６
年
度
は
、
２
０
２
６
年
６

月
～
２
０
２
７
年
１
月
に
、
講
義
５
日
間

（
10
講
座
）
、
演
習
３
回
（
採
血
、
喀
痰

吸
引
な
ど
）
、
病
院
・
施
設
・
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
実
習
を
実
施
。
す
べ

て
選
択
受
講
で
き
ま
す
。
詳
細
は
奈
良
県

看
護
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◆
看
護
職
就
職
相
談
・
進
学
相
談

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
、
経
験
豊
か
な
看
護
職
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。

◆
看
護
学
校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
中
学
生
、
高
校
生
、
進
路
指
導
担
当

者
、
社
会
人
を
対
象
に
、
県
内
の
看
護
系

大
学
・
養
成
所

に
よ
る
進
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
年

１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
看
護

職
の
魅
力
や
看

護
の
資
格
、
進

路
に
つ
い
て
看

護
職
や
教
員
か

ら
直
接
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
・
２
０
２
６

年
度
は
、
７
月
19
日
（
日
）
奈
良
県
立
図

書
情
報
館
（
奈
良
市
大
安
寺
西
１
丁
目
１

０
０
０
）
で
開
催
。

　
※
当
日
は
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
ア
ル
ケ
ミ

ス
ト
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
福
祉
ネ
イ
ル
体

験
、
就
職
相
談
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

　
７
月
27
日
（
月
）
～
８
月
21
日
（
金
）

に
県
内
の
協
力
病
院
で
中
学
生
以
上
の
県

民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　
施
設
見
学
や
看
護
現
場
の
体
験
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
を
通
し
て
看
護
へ
の

理
解
を
深
め
る
。

　
・
２
０
２
６
年
度
の
申
し
込
み
は
、
５

月
11
日
（
月
）
～
６
月
５
日
（
金
）
。
詳

細
は
奈
良
県
看
護
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

◆
看
護
の
出
前
授
業

　
県
内
の
小
・
中
、
高
校
な
ど
に
看
護
職

（
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
）
が
訪
問
し
、
「
い
の
ち
の
大
切
さ
」

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」
「
看
護
の
仕
事
」

「
看
護
職
に
な
る
方
法
」
な
ど
を
、
経
験

談
や
模
擬
体
験
を
交
え
て
伝
え
ま
す
。

  

・
２
０
２
６
年
度
は
、
学
校
単
位
で
申

込
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
奈
良
県
看

護
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◆
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
ナ
ー
ス

　

の
応
援

  

定
年
後
も
看
護
職
と
し
て
の
経
験
・
能

力
を
生
か
し
、
社
会
貢
献
や
新
し
い
分
野

へ
の
挑
戦
も
視
野
に
入
れ
る
働
き
方
や
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
お
け
る
情
報
提
供
な
ど

の
内
容
で
50
歳
以
上
の
看
護
職
を
対
象
に

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。
２
０
２
６
年
度

は
２
０
２
７
年
２
月
の
予
定
で
す
。

　
定
年
退
職
予
定
者
や
退
職
後
の
就
業
希

望
者
を
対
象
に
、
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
た
働
き
方
や
、
求
人
施
設
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
医
療
現
場
で
働
く

　

看
護
補
助
者
の
人
材
確
保

　
看
護
補
助
者
の
経
験
の
な
い
方
を
対
象

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
人
材
確

保
を
進
め
て
い
ま
す
。
看
護
補
助
者
の
お

仕
事
が
わ
か
る
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
」

や
職
場
見
学
を
実
施
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

未
来
を
支
え
る
看
護
の
ち
か
ら

　
近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
生
活
習
慣
病
の
一
つ
に
あ

げ
ら
れ
る
「
肥
満
症
」
は
、

命
に
関
わ
る
深
刻
な
健
康
障

害
の
可
能
性
が
あ
る
病
気
で

す
。
肥
満
症
は
単
な
る
怠
慢

で
は
な
く
、
生
理
的
、
医
学

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
た
め
、
個
人
の

意
志
や
努
力
だ
け
で
は
解
決

し
に
く
い
疾
患
で
す
。

　
当
院
で
は
一
昨
年
よ
り
、

多
職
種
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム

医
療
を
中
心
に
、
肥
満
症
外

来
を
開
設
し
ま
し
た
。
現
在

60
名
を
超
え
る
患
者
様
が
お

ら
れ
ま
す
。
患
者
様
一
人
一

人
の
生
活
背
景
や
価
値
観
に

寄
り
添
い
な
が
ら
対
話
を
重

ね
、
一
緒
に
健
康
管
理
に
つ

い
て
考
え
、
継
続
可
能
な
減

量
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
通
院
を
継
続
し
、
10

以

上
減
量
に
成
功
さ
れ
た
方
が

10
名
を
超
え
ま
し
た
。
食
事

内
容
を
ア
プ
リ
に
記
録
し
な

が
ら
工
夫
を
重
ね
る
方
、
運

動
習
慣
が
身
に
つ
き
「
で
き

る
こ
と
が
増
え
て
き
た
」

と
、
笑
顔
で
報
告
し
て
下
さ

る
方
な
ど
、
前
向
き
な
変
化

を
実
感
す
る
場
面
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
単
な
る
体
重
減
少
だ
け
で

な
く
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

の
定
着
と
自
己
管
理
能
力
の

向
上
を
目
指
し
、
患
者
様
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
共
に
歩

む
外
来
看
護
を
行
っ
て
い
ま

す
。

心
と
体
の
両
方
に

 

寄
り
添
う
看
護
を

西の京病院

「肥満症外来」開設、減量をサポート

【問い合わせ】

〒634-0074　橿原市四分町252の１

TEL 0744（25）4031

FAX 0744（24）7703

E-mail:nara@nurse-center.net

URL:https://www.nara-kango.or.jp/

公益社団法人奈良県看護協会
奈良県ナースセンター

（看護職無料職業紹介所）

相
談
日
時

●
奈
良
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
９
時
～
16
時
30
分

●
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

〇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
奈
良

　
（
奈
良
市
法
蓮
町
３
８
７
）

　
第
１
月
曜
・
第
２
土
曜

　
13
時
～
16
時
30
分

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山

　
（
大
和
郡
山
市
観
音
寺
町
１
６
８

　
の
１
）

　
第
３
月
曜

　
13
時
～
16
時
30
分

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

　
（
大
和
高
田
市
池
田
５
７
４
の
６
）

　
第
２
・
４
火
曜

　
13
時
～
16
時
30
分

★
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
ご
相
談
は
、

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

 

電
話
０
７
４
４
（
２
５
）
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takashi
長方形


